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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月26日(2014.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被検者の視機能を検査するための視標を所定の呈示領域に呈示する視標呈示部と、所定の
基準面に対して沈み込んで又は浮き上がって被検者に認識させるための視差を持つ立体視
検査視標を含む検査視標を前記視標呈示部に呈示させる制御手段と、前記検査視標を被検
者の左右眼にそれぞれ呈示するために、前記視標呈示部に呈示された前記検査視標を左眼
用視標と右眼用視標とに分離する視標分離手段と、を有する視標呈示装置において、
  前記検査視標は、被検者の立体視を誘導するために、前記基準面に対して沈み込んで又
は浮き上がって被検者に認識される視差で、且つ前記基準面から連続的又は段階的に変化
する視差を持つ誘導視標を含む、
ことを特徴とする視標呈示装置。
【請求項２】
請求項１の視標呈示装置において、
  前記誘導視標は、前記呈示領域の外周部から中央部に向かって連続的又は段階的に変化
する視差を持つ視標である、
ことを特徴とする視標呈示装置。
【請求項３】
請求項１又は２の視標呈示装置において、
  前記制御手段は、前記誘導視標の視差が徐々に大きくなる方向に時間的に変化するよう
に、前記誘導視標を動画として前記ディスプレイの画面に表示させる、
ことを特徴とする視標呈示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
  本発明は、上記課題を解決するために、以下の構成を有することを特徴とする。
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（１）　被検者の視機能を検査するための視標を所定の呈示領域に呈示する視標呈示部と
、所定の基準面に対して沈み込んで又は浮き上がって被検者に認識させるための視差を持
つ立体視検査視標を含む検査視標を前記視標呈示部に呈示させる制御手段と、前記検査視
標を被検者の左右眼にそれぞれ呈示するために、前記視標呈示部に呈示された前記検査視
標を左眼用視標と右眼用視標とに分離する視標分離手段と、を有する視標呈示装置におい
て、
  前記検査視標は、被検者の立体視を誘導するために、前記基準面に対して沈み込んで又
は浮き上がって被検者に認識される視差で、且つ前記基準面から連続的又は段階的に変化
する視差を持つ誘導視標を含む、
ことを特徴とする。
（２）　（１）の視標呈示装置において、
  前記誘導視標は、前記呈示領域の外周部から中央部に向かって連続的又は段階的に変化
する視差を持つ視標である、
ことを特徴とする。
（３）　（１）又は（２）の視標呈示装置において、
  前記制御手段は、前記誘導視標の視差が徐々に大きくなる方向に時間的に変化するよう
に、前記誘導視標を動画として前記ディスプレイの画面に表示させる、
ことを特徴とする。
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